
醗
唐
令
拾
遺

仁
井
田
陞
著

　
｛
。
陥
麿
文
化
の
、
・
殊
に
ぱ
初
唐
の
丈
化
ほ
高
い
嚢
山
窟
な
し
糞
が
、
そ
の

内
に
荏
す
る
著
大
の
三
色
ほ
、
異
種
雑
多
な
綜
合
し
、
廣
大
な
る
包
容
力

の
下
に
、
統
一
た
得
ん
と
す
る
心
的
傾
向
秘
持
？
・
と
で
あ
ろ
。
…
…
即

ち
麿
代
人
に
あ
っ
て
も
考
へ
ら
れ
糞
、
廣
大
な
る
も
の
か
統
一
す
る
精
聯

1
1
、
一
に
こ
れ
ら
存
光
被
す
る
数
化
の
観
念
1
極
め
て
廣
い
意
昧
に
於
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ

の
丈
學
一
と
、
彼
等
怨
一
貫
し
統
制
す
べ
き
法
剃
で
あ
っ
カ
。
唐
代
の
文

　
　
　
　
ヘ
　
へ

學
と
そ
の
法
典
こ
そ
、
か
の
世
界
的
皇
家
の
二
大
華
爽
で
あ
り
、
長
く
東

洋
の
諸
文
化
に
跡
な
露
れ
六
も
の
で
、
古
羅
馬
の
そ
れ
与
に
比
し
て
考
へ

ら
る
べ
董
も
の
で
あ
ろ
。
」
こ
れ
ほ
西
田
敏
授
の
雷
で
あ
る
が
、
實
に
、
唐

言
に
於
け
る
法
制
の
整
備
こ
そ
東
洋
史
上
の
一
偉
観
で
あ
ら
づ
。

　
然
し
、
當
暗
作
ら
れ
た
多
く
の
法
典
中
、
今
口
に
傳
ほ
ろ
も
の
ぼ
、
唐

律
疏
議
・
麿
六
典
等
な
學
げ
得
る
外
、
特
に
令
と
し
て
ほ
敦
焼
二
見
の
殖
簡

を
数
ふ
ろ
の
み
で
、
諸
書
に
記
載
さ
れ
六
そ
の
逸
丈
に
依
っ
て
窺
ふ
以
外

に
ぱ
仕
方
が
な
か
つ
む
。
さ
れ
ば
、
其
の
散
仇
し
力
令
の
條
文
を
蒐
集
し
、

こ
れ
を
系
統
的
に
復
答
す
ろ
こ
と
巨
、
早
く
か
ら
其
の
必
要
が
感
ぜ
ら
れ

て
ば
ゐ
歪
が
、
紹
大
な
努
力
と
晧
日
と
便
宜
と
な
有
す
る
の
で
な
け
れ
ば
、

何
人
も
企
て
及
ぶ
と
こ
ろ
で
に
な
い
。
然
る
に
、
東
方
丈
化
學
院
來
京
研

究
所
の
仁
井
田
學
士
が
、
敢
然
こ
の
難
事
に
常
り
、
瀟
…
來
四
ケ
年
な
費
し

て
、
遽
に
こ
れ
な
完
成
し
、
今
度
、
唐
土
捨
遺
と
題
し
て
、
堂
々
千
絵
頁

の
大
著
た
世
に
問
う
糞
こ
と
ほ
、
誠
に
學
界
の
爲
慶
賀
に
堪
へ
め
。

　
其
の
内
雀
た
見
る
に
、
序
説
・
唐
令
・
附
録
の
三
部
よ
弓
な
り
、
序
観
ぼ
こ

紹

介

れ
な
第
［
、
唐
令
の
史
的
研
究
と
第
二
、
唐
令
兄
終
結
揮
資
料
に
就
い
て

の
二
項
に
分
ち
、
策
一
に
於
て
に
、
先
づ
唐
以
前
の
法
令
の
浩
革
な
究
め
、

こ
れ
と
唐
令
と
の
關
係
を
示
し
、
更
に
骨
壷
に
於
け
ろ
律
令
格
式
の
麗
定

な
述
べ
、
次
い
で
、
五
代
以
後
尤
明
に
歪
る
ま
で
、
各
代
法
令
の
編
纂
と

其
の
内
に
於
け
ろ
子
守
の
系
統
を
昇
れ
、
後
者
の
支
那
法
剃
史
上
に
於
け

ろ
地
位
な
明
か
に
し
て
る
る
。
第
二
に
於
て
ほ
、
唐
令
の
復
習
双
び
そ
の

参
考
に
利
務
し
力
文
献
、
即
ち
唐
令
の
資
料
、
唐
前
諸
令
の
資
料
、
麿
後

半
令
の
資
料
力
ろ
日
支
文
献
凡
百
齢
種
申
、
其
の
主
要
な
う
も
の
、
六
典

通
二
戸
初
め
、
我
が
令
集
解
倭
名
類
禁
抄
に
葦
る
ま
で
、
十
餓
種
に
就
い

て
解
説
な
試
み
て
屠
る
。
序
親
為
麺
じ
て
、
奮
説
な
是
正
す
る
と
こ
ろ
甚

だ
多
く
、
猴
又
、
撃
士
の
唐
令
復
旧
に
封
ず
る
態
度
方
法
た
窺
ふ
こ
と
が

出
察
る
O
次
に
、
唐
令
の
部
に
於
て
ば
、
官
品
令
よ
り
、
雑
令
に
至
う
ま

で
、
鱗
．
＋
三
篇
に
分
ち
、
各
々
復
醤
し
得
れ
條
丈
た
掲
げ
、
其
の
左
に
基

本
資
料
葎
列
記
し
、
更
に
必
要
に
磨
じ
て
、
學
士
の
見
解
，
或
ば
註
解
的

説
明
を
記
載
し
て
あ
ろ
．
更
に
．
又
、
塗
考
の
項
な
設
け
、
証
文
の
滲
獺
、

或
ぼ
傍
謹
に
資
し
、
独
蓬
頭
後
令
の
逸
丈
で
、
こ
れ
に
類
す
ろ
も
の
奄
も

示
し
て
居
る
。
か
く
し
て
復
遷
し
得
た
る
條
数
ぼ
武
徳
令
以
下
開
元
二
＋

五
年
令
、
及
び
年
次
不
明
の
唐
令
な
通
C
て
、
實
に
七
百
十
五
條
に
遙
し
、

轟ハ

激
n
母
川
載
の
關
四
元
三
峰
即
四
一
の
約
直
写
獄
に
「
豊
田
ろ
O
最
後
の
附
錦
燃
の
部
に
ほ
、

日
嗣
爾
令
封
照
表
、
曇
日
爾
男
面
照
表
、
及
び
樹
令
拾
逡
雨
量
資
料
索
引

な
揚
げ
て
あ
る
。
前
二
者
の
彼
我
爾
令
比
較
研
究
に
と
っ
て
甚
だ
便
利
で

あ
る
こ
と
ば
聾
す
ま
で
も
な
い
。

　
さ
て
、
こ
の
復
奮
に
あ
れ
り
、
學
士
ば
榔
5
4
に
周
到
な
ろ
用
意
な
持
っ
て
、
・

十
第
八
巻
　
第
三
號
　
　
五
＝
コ
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紹

介

唐
令
に
關
で
る
限
り
、
片
言
隻
句
を
も
忽
ゼ
に
ゼ
す
、
且
つ
、
其
の
断
ず

る
と
こ
ろ
も
誠
に
穏
健
着
筆
で
あ
る
か
ら
、
吾
々
の
こ
れ
に
依
っ
て
得
う

と
こ
ろ
に
も
と
よ
り
紹
大
で
、
今
改
め
て
贅
言
な
要
し
な
い
が
、
特
に
」

例
な
暴
げ
る
と
、
田
螺
．
．
－
掲
げ
ら
れ
懸
る
給
田
の
條
文
の
如
き
、
諸
種
の

賢
料
に
糠
っ
て
、
武
徳
令
、
開
元
七
年
令
、
同
二
十
五
年
令
な
殆
ど
復
讐

し
、
其
の
結
果
、
奮
來
六
典
の
記
事
が
最
も
正
確
な
も
の
と
噺
ぜ
ら
れ
、

何
等
の
疑
問
も
な
か
つ
象
の
に
辞
し
、
焚
令
の
順
序
か
ら
、
「
戸
籍
に
よ
っ

て
知
る
給
田
法
ほ
唐
六
典
と
一
致
し
て
み
る
か
ら
、
通
典
等
に
誤
り
が
あ

る
か
、
又
に
開
元
二
十
五
年
号
の
墾
夏
が
、
當
時
實
際
上
行
ほ
れ
な
か
つ

糞
も
の
と
解
ぜ
ら
れ
よ
う
。
」
と
述
べ
新
に
留
意
か
喚
起
し
て
み
る
。
或
ば

又
、
賦
役
令
に
於
て
、
丁
男
「
人
の
輸
す
べ
き
調
布
の
長
さ
が
、
一
資
料

に
匡
二
丈
四
尺
と
あ
り
、
他
に
ほ
二
丈
五
尺
と
あ
っ
て
、
從
來
何
れ
に
依

る
べ
き
で
あ
ろ
か
迷
ほ
し
め
六
の
な
ば
、
武
徳
令
及
び
開
元
七
年
令
と
同

ご
十
五
年
令
と
の
差
異
で
あ
ろ
と
考
へ
六
ご
と
き
そ
れ
で
あ
る
。

　
最
後
に
、
少
し
く
注
文
た
凝
す
な
ら
ば
、
開
元
以
後
の
法
令
の
墾
革
に

關
t
、
猴
｝
暦
記
し
て
戴
き
武
か
つ
敦
こ
と
で
あ
ろ
O
學
士
も
「
田
賦
役

及
び
通
語
各
豊
中
の
或
る
條
文
の
如
き
開
元
天
費
の
後
、
遂
に
行
用
さ
れ

な
く
な
つ
糞
こ
と
、
史
家
の
論
ず
る
班
で
あ
る
。
」
と
蓮
べ
て
居
ら
れ
ろ
如

く
、
安
史
の
概
な
箭
後
と
し
て
、
先
づ
兵
制
に
重
て
は
募
兵
為
主
と
し
、

税
制
に
於
て
に
雨
税
法
な
探
令
し
、
醐
剃
に
於
て
に
均
妙
法
な
膜
棄
し
武
。

こ
れ
に
軍
に
唐
代
の
み
な
ら
す
、
支
那
史
た
通
擬
し
て
、
大
き
な
獲
革
と

し
て
認
め
ね
ば
な
る
ま
い
O
然
る
に
、
學
士
に
前
文
に
次
ぎ
て
旋
ち
に
、

「
さ
り
な
が
ら
唐
令
の
す
べ
て
が
停
慶
さ
れ
象
わ
け
で
は
な
い
。
」
と
軽
く

第
十
入
巻
　
第
三
號
　
　
五
三
二

扱
ひ
、
戸
令
・
學
令
・
雑
令
に
於
け
る
鍛
例
時
塞
げ
て
、
規
定
の
實
質
の
偶
愛

っ
て
居
な
い
方
面
な
の
み
極
め
て
力
親
し
て
居
ら
れ
る
Q
よ
し
ん
ば
、
「
令

戦
傷
直
接
改
め
る
よ
り
、
格
勅
に
よ
る
礎
更
の
鮒
合
が
多
く
」
あ
っ
カ
と

し
て
も
、
こ
と
田
代
に
於
け
る
限
り
、
寺
田
墾
下
し
糞
こ
と
に
就
い
て
猜

多
く
の
紙
数
た
費
や
し
丈
戴
き
糞
か
つ
距
。
趾
の
外
、
僅
か
な
こ
と
で
ほ

あ
る
か
、
校
正
為
漏
れ
て
正
誤
さ
れ
て
な
い
も
の
を
、
氣
付
い
た
ま
㌧
に

記
ぜ
ば
、
考
課
令
の
附
錐
ハ
三
六
四
頁
）
に
、

　
〔
唐
會
要
谷
十
六
街
巷
〕
　
太
門
下
年
七
月
、
左
右
巡
便
奏
、
（
中
略
）

　
昼
下
前
後
除
、
准
令
式
、
各
合
帳
外
、
一
切
禁
秘
、

と
あ
る
が
、
徐
十
六
ぽ
明
か
に
巷
八
十
六
の
誤
q
で
、
從
っ
て
索
引
の
須

（
九
二
五
頁
）
も
訂
正
測
れ
ば
な
ら
ぬ
。
語
以
下
の
文
に
親
切
に
も
黙
存
付

け
禍
一
ぎ
却
っ
て
柵
難
解
で
あ
ろ
。
除
式
の
下
の
鮎
ほ
省
一
く
べ
毒
・
で
あ
ら
・
り
。

又
』
倉
鎌
入
¶
（
山
ハ
九
三
頁
）
に
、

　
三
ハ
慶
）
其
折
麩
来
者
稻
三
斜
，
折
納
米
一
解
凶
夢
、

と
、
夏
侯
陽
算
経
に
糠
っ
て
復
射
し
力
令
が
あ
る
が
、
稻
三
解
の
下
に
黙

為
付
け
穴
の
で
は
、
丈
説
温
が
一
隅
じ
羅
難
い
。
覚
雪
折
灘
樋
米
潜
で
切
る
べ
き
で
あ

ら
う
。
こ
れ
と
系
統
為
同
じ
く
す
る
と
思
ほ
れ
る
妻
事
が
、
麺
典
食
貨
巻

十
二
軽
重
の
條
に
あ
ろ
か
ら
附
記
し
て
お
く
0

　
開
元
二
十
五
年
。
定
式
。
王
公
以
下
。
毎
年
戸
溺
首
班
種
田
。
畝
別
税

　
粟
二
升
。
以
爲
義
倉
。
（
三
略
）
　
諸
禺
給
雑
種
準
粟
看
り
稻
穀
　
斗
五

　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
定
常
粟
一
斗
。
其
折
納
槌
米
者
。
稻
三
石
折
鶴
一
石
四
斗
。

要
之
，
本
書
の
貢
儂
ぱ
誼
者
の
み
が
知
ろ
。
中
田
博
士
ば
巷
頭
に
序
し

て
、
「
學
士
の
努
力
や
眞
に
賞
歎
に
値
す
べ
く
、
其
の
敷
革
に
眞
に
不
朽
獄
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り
と
慶
す
べ
き
で
あ
る
。
」
と
魍
べ
て
層
ら
れ
る
が
、
蓋
し
至
言
で
あ
ろ
。

敢
て
江
湖
に
薦
む
る
所
以
で
あ
ろ
。
（
束
方
丈
化
早
口
束
京
研
究
所
獲
行
。

定
償
捨
圓
）
　
〔
小
野
〕

②
国
2
。
ゆ
の
切
P
δ
口
罰

　
U
P
の
　
図
円
≦
帥
O
ゴ
Φ
づ
　
α
Φ
◎
。
　
口
δ
鈴
O
同
．
ω
O
プ
Φ
，

　
国
鐸
ヨ
。
。
凱
。
。
ヨ
房
α
霧
ρ
彗
葺
O
o
①
募
o

U
Φ
づ
犀
O
づ
Q
o
一
ヨ

　
本
論
に
フ
マ
こ
ス
ム
ス
醗
究
に
於
て
令
名
あ
ろ
国
窪
ω
b
づ
畦
9
氏
が
爲

下
準
備
中
の
娼
Φ
鐸
㌶
。
2
H
．
切
毎
巴
票
一
鳥
山
。
「
ぬ
9
2
暫
費
b
」
ξ
び
q
㊦
昏
三
さ
？

爵
舞
。
・
含
9
舞
δ
〔
㊦
唇
な
る
モ
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
中
の
一
章
を
要
約
し

て
曇
霞
9
…
・
，
9
。
N
。
ぎ
。
】
一
暁
岸
に
寄
ぜ
た
も
の
で
あ
る
。
帰
一
9
民
ほ
冒
頭

に
於
て
問
題
な
提
起
t
て
る
ろ
。
即
ち
u
二
昏
⑦
ざ
嵐
。
ご
。
ぢ
等
の
研
究

の
結
果
マ
キ
ャ
ベ
リ
の
國
官
幣
歴
更
に
關
で
る
見
解
が
く
三
£
響
砿
ぼ
〒

ぴ
韓
ぴ
魯
磐
営
3
0
9
穿
罫
ρ
9
い
①
げ
Φ
蕊
「
｛
一
〇
洋
だ
犀
。
岸
篇
。
。
・
ソ
「
2
拓
〇
一
り
窪
．
（
U
…
7

け
葺
）
の
槻
念
に
基
い
て
み
る
事
ほ
一
般
に
認
め
ら
れ
て
な
り
、
こ
の

く
葺
の
観
念
に
古
代
よ
り
像
ほ
り
フ
マ
ニ
ス
ム
ス
に
於
て
も
ペ
ト
ラ
ル

カ
以
自
存
し
マ
キ
ャ
ベ
リ
に
迄
戦
い
食
事
に
つ
い
て
も
今
一
人
々
匡
承
知

し
風
み
る
が
、
か
」
る
フ
マ
ニ
ス
ム
ス
的
「
人
間
の
理
解
及
分
析
」
が
マ
キ

．
ヤ
ペ
可
以
前
に
國
家
及
び
歴
史
の
観
察
に
断
て
、
後
に
マ
キ
ャ
ベ
リ
が
灘

’
ん
で
行
つ
二
道
な
豫
め
開
い
て
ゐ
カ
か
否
か
に
つ
e
て
に
今
日
術
充
分
明

か
に
さ
れ
て
み
な
い
と
し
て
以
下
こ
の
問
題
に
つ
い
て
論
C
て
る
る
。
今

こ
～
に
内
容
の
大
意
た
紹
介
す
ろ
。

・
す
で
に
フ
マ
ニ
ス
ム
ス
の
初
期
に
於
て
べ
｝
ラ
ル
カ
ぱ
≦
葺
及
び
客

兜

o
m
o
認
博
簿
に
．
つ
い
て
明
ハ
瞭
に
蓮
べ
て
る
る
。
晶
仮
ほ
古
代
ロ
ー
マ
の
例
か
示

し
、
・
…
マ
に
カ
ル
タ
ゴ
に
完
勝
し
て
以
來
早
り
に
要
全
な
不
安
の
な
い

生
活
葎
な
し
距
☆
め
自
己
の
力
か
萎
縮
ぜ
し
め
糞
の
で
「
も
し
カ
ル
タ
ゴ

が
倫
存
綾
し
て
ゐ
六
な
ら
≦
誉
ψ
男
§
睾
ρ
ば
な
く
な
ら
な
か
つ
六
ら

う
に
」
ハ
国
で
曾
隔
筥
ご
・
）
と
蓮
べ
、
一
民
族
が
隆
盛
の
極
に
蓮
す
ろ
と
≦
｝
誤

た
失
ひ
そ
れ
に
封
し
て
他
の
民
族
が
新
し
き
≦
憂
。
・
葎
持
っ
て
勃
興
し

來
う
と
し
政
治
的
く
…
乞
田
に
民
族
よ
り
民
族
に
移
行
す
る
と
考
へ
六
の

で
あ
ろ
。
又
ヒ
毎
8
冠
p
ぎ
首
民
に
．
．
d
①
一
迂
ぐ
碁
6
三
8
．
．
な
る
書
物

に
於
て
戦
畢
に
際
し
て
の
く
罪
降
に
つ
い
て
論
じ
て
み
ろ
。

　
し
か
ら
ば
か
、
る
く
三
　
の
隆
退
存
自
然
作
用
及
自
然
法
則
と
關
係
ゼ

し
め
、
丈
化
力
政
治
力
ぽ
必
然
的
な
終
末
な
き
民
族
よ
り
民
族
へ
の
推
移

な
な
す
も
の
な
」
り
と
す
る
考
へ
に
、
中
世
的
な
る
唯
∵
睡
蓮
の
ロ
ー
マ
世

界
三
二
の
熱
型
な
欝
熟
し
て
行
け
る
だ
ら
う
か
。
ペ
ト
ラ
ル
カ
ば
諸
畏
族

が
・
ー
マ
世
界
帝
國
の
支
醗
よ
り
濁
卜
す
る
事
為
認
め
、
ダ
ン
テ
の
如
く

弓
柄
に
野
す
る
漸
抗
々
以
て
紳
説
思
に
叛
く
も
の
と
｝
μ
考
へ
な
か
っ
た
が
、

し
か
し
彼
ぼ
ロ
…
マ
帝
國
の
榊
牲
を
認
め
黄
金
昧
代
の
再
興
な
信
じ
て
ゐ

兎
。
力
穿
下
に
Ω
三
ω
島
魯
。
男
。
琶
9
＞
簿
窪
§
よ
り
に
即
9
考
舘
零
讐
艶

餌
興
炉
懸
路
の
復
興
な
よ
り
多
く
墓
ん
で
に
る
六
が
。
吾
人
に
こ
の
ベ
ト

ラ
〃
カ
の
永
蓮
の
・
ー
マ
復
興
に
封
ず
る
信
念
と
マ
キ
ヤ
ベ
可
の
民
族
及

酒
家
の
壁
織
な
自
然
の
終
末
な
き
隆
退
と
で
る
槻
念
と
の
間
に
ほ
、
中
世

的
ロ
～
岬
、
僑
念
と
近
世
的
場
迦
槻
思
為
分
つ
飯
の
間
隙
の
存
す
ろ
の
存
見

る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
近
世
的
罐
煮
物
念
へ
の
前
提
と
し
て
ゆ
舞
葺
0
8
舞
。
の
フ
マ
ニ

、
第
十
入
谷
　
第
三
號
　
　
五
三
三

（141　）


